
専用アプリを使ってレンタカーの予約から精算まで
セルフでご利用できる、無人貸出サービスです。

スマホで事前に手続きを
する為、当日の店頭受付
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スマホがクルマの鍵に
なるからそのまま乗り
込める！
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■取扱い車種　ヤリス・シエンタ・ヴィッツ／禁煙車

24時間レンタカー無人貸出サービス

アプリのダウンロードはこちら

https://rent.toyata.co.jp/
sp/skb_info/chokunori/
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一
般
財
団
法
人
自
動
車
検
査
登
録
情
報

協
会
（
自
検
協
）
が
集
計
し
た
、
令
和
三

年
三
月
末
現
在
に
お
け
る
自
家
用
乗
用
車

（
登
録
車
と
軽
自
動
車
の
合
計
）
の
世
帯

当
た
り
普
及
台
数
は
一
・
〇
三
七
台
と
な

り
、
六
年
連
続
で
減
少
と
な
っ
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
同
協
会
が
毎
月
発
行
し

て
い
る
「
自
動
車
保
有
車
両
月
報
」
の
三

月
末
現
在
と
、
総
務
省
が
発
表
し
た
「
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、
人
口
動
態

及
び
世
帯
数（
一
月
一
日
現
在
）」を
基
に
、

毎
年
三
月
末
の
世
帯
当
た
り
の
普
及
台
数

を
ま
と
め
た
も
の
。

　
令
和
三
年
三
月
末
現
在
で
の
自
家
用
乗

用
車
の
保
有
台
数
は
六
一
七
〇
万
三
二
二

六
台
、
令
和
三
年
一
月
一
日
現
在
の
世
帯

数
（
外
国
人
世
帯
を
含
む
）
は
五
九
四
九

万
七
三
五
六
世
帯
で
、
令
和
三
年
は
前
年

に
比
べ
保
有
台
数
で
約
十
一
万
台
、
世
帯

数
で
約
四
十
二
万
世
帯
の
増
加
と
な
り
、

保
有
台
数
の
伸
び
に
比
べ
世
帯
数
の
伸
び

率
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
普
及
台

数
は
昨
年
よ
り
〇
・
〇
〇
六
台
減
の
一
・

〇
三
七
台
と
な
っ
た
。

　
近
年
は
新
車
販
売
の
不
振
に
よ
り
、
保

有
台
数
の
伸
び
率
は
鈍
化
し
、
世
帯
当
た

り
普
及
台
数
は
微
減
傾
向
と
な
っ
て
い
る

が
、
保
有
台
数
は
昭
和
五
十
年
の
調
査
開

始
以
来
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

　
世
帯
当
た
り
普
及
台
数
は
、
昭
和
五
十

一
年
に
〇
・
五
〇
五
台
（
保
有
台
数
一
七

一
三
万
四
二
〇
三
台
、
世
帯
数
三
三
九
一

万
一
〇
五
二
世
帯
）
と
始
め
て
〇
・
五
台

を
超
え
て
二
世
帯
に
一
台
と
な
り
、
平
成

八
年
に
は
一
・
〇
〇
〇
台
（
四
四
八
一
万

二
五
四
六
台
、
四
四
八
三
万
〇
九
六
一
世

帯
）
と
一
世
帯
に
一
台
の
時
代
を
迎
え
、

平
成
十
八
年
に
は
過
去
最
高
と
な
る
一
・

一
一
二
台
を
記
録
し
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
に
よ
る
都
道
府
県
別
の
普

及
台
数
上
位
は
、
ト
ッ
プ
が
福
井
県
（
一
・

七
一
五
台
）
で
前
年
同
様
一
位
で
あ
っ
た

ほ
か
、
次
に
富
山
県
（
一
・
六
六
〇
台
）、

山
形
県
（
一
・
六
五
四
台
）、
群
馬
県
（
一
・

六
〇
二
台
）、
栃
木
県
（
一
・
五
八
一
台
）

が
続
き
、
上
位
十
二
県
で
一
・
五
台
以
上

の
普
及
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
台
以
上
普
及
し
て
い
る
都
道

府
県
は
前
年
か
ら
一
件
減
の
三
十
九
県
と

な
り
、
普
及
台
数
が
一
台
に
満
た
な
い
都

道
府
県
は
、
八
都
道
府
県
と
な
っ
て
い
る
。

　
普
及
台
数
の
最
下
位
は
、
前
年
同
様
、

東
京
都（
〇
・
四
二
二
台
）と
な
っ
て
お
り
、

次
に
大
阪
府
（
〇
・
六
三
三
台
）、
神
奈

川
県
（
〇
・
六
八
九
台
）、
京
都
府
（
〇
・

八
一
〇
台
）
が
続
い
た
。

　
な
お
、
北
海
道
の
世
帯
当
た
り
普
及
台

数
は
、〇
・
九
九
八
台
（
保
有
台
数
二
七

九
万
〇
三
八
九
台
、
世
帯
数
二
七
九
万
五

五
七
一
世
帯
）
で
、
前
年
に
比
べ
保
有
台

数
は
二
五
九
一
台
の
減
少
、
世
帯
数
は
五

二
八
五
世
帯
の
増
加
と
な
り
、
普
及
台
数

は
前
年
よ
り
〇
・
〇
〇
三
台
減
少
し
、
一

台
に
満
た
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

　
国
土
交
通
省
は
、
自
動
運
転
の
普
及
拡

大
に
向
け
た
道
路
と
の
連
携
に
関
す
る
研

究
を
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
電
機
メ
ー
カ
ー

な
ど
と
共
同
で
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　
国
内
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
世
界
で
初

と
な
る
「
自
動
運
転
レ
ベ
ル
３
」
の
型
式

指
定
が
さ
れ
、
こ
の
型
式
指
定
車
に
つ
い

て
は
、
本
年
三
月
よ
り
市
場
へ
の
投
入
が

実
現
さ
れ
て
る
。
ま
た
、
近
年
に
お
い
て

は
、
新
車
販
売
台
数
に
占
め
る
Ａ
Ｃ
Ｃ（
Ａ

ｄ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
・
Ｃ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
・
Ｃ
Ｏ

ｎ
ｔ
ｒ
о
ｌ
）
搭
載
車
両
の
割
合
は
７
割

り
を
超
え
、
先
進
安
全
技
術
の
普
及
が
進

ん
で
い
る
。

　
こ
の
た
め
同
省
で
は
、
高
速
道
路
で
の

安
全
で
円
滑
な
自
動
運
転
を
官
民
が
連
携

し
て
検
討
を
進
め
る
た
め
、
官
民
共
同
研

究
へ
の
参
加
者
を
公
募
し
て
い
た
が
、
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
と
民
間
企
業
等

二
七
者
（
二
八
団
体
）
が
参
画
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
自
動
運
転
に
対
応
し
た
自
車

位
置
の
特
定
に
必
要
な
区
画
線
の
管
理
目

安
や
、
ト
ン
ネ
ル
出
口
な
ど
車
両
セ
ン
サ

で
は
収
集
が
困
難
な
道
路
前
方
状
況
の
情

報
提
供
の
手
法
に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

　
同
省
は
、
こ
の
研
究
を
通
じ
て
「
自
動

運
転
に
対
応
し
た
区
画
線
設
置
・
維
持
管

理
基
準
（
仮
）」
を
作
成
し
て
自
動
運
転

車
の
横
方
向
の
自
車
位
置
測
定
を
支
援
す

る
と
し
て
お
り
、
先
読
み
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
を
実
用
化
し
自
動
運
転
機
能
を
継
続

し
て
利
用
で
き
る
区
間
の
拡
大
を
図
る
こ

と
で
、
交
通
事
故
や
渋
滞
の
削
減
、
運
転

者
の
負
担
軽
減
な
ど
、
道
路
利
用
者
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

（
一
社
）
旭
川
地
方
自
家
用
自
動
車
協
会

編
集
兼
発
行
人　
　

森　
　

田　
　

英　
　

章

旭
川
市
春
光
町
十
番
地

電　

話
（
〇
一
六
六
）
五

一

―

一

二

二

一

定
価  

一
部  

三
〇
円
（
会
員
の
方
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

発　　行　　所
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一
般
財
団
法
人
自
動
車
検
査
登
録
情
報

協
会
（
自
検
協
）
が
ま
と
め
た
、
令
和
三

年
版
「
わ
が
国
の
自
動
車
保
有
動
向
」
に

よ
る
と
、
乗
用
車
、
貨
物
車
と
も
に
、
平

均
車
齢
と
平
均
使
用
年
数
が
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。

　
平
均
車
齢
は
、
国
内
で
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
付
け
て
い
る
自
動
車
が
新
規

（
新
車
）
登
録
し
て
か
ら
の
平
均
経
過
年

数
で
、
人
間
の
平
均
年
齢
に
相
当
す
る
も

の
。
新
車
販
売
台
数
が
減
少
し
、
自
動
車

が
長
く
使
用
さ
れ
る
と
高
齢
化
が
進
み
、

逆
に
新
車
販
売
台
数
が
増
加
し
、
長
期
使

用
車
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
海
外
へ
の
輸
出
が

増
加
す
る
と
若
返
る
。

　
令
和
三
年
三
月
末
現
在
に
お
け
る
乗
用

車
三
九
一
八
万
一
五
〇
一
台
（
軽
自
動
車

を
除
く
）
か
ら
算
出
し
た
平
均
車
齢
は
八
・

八
四
年
で
、
前
年
に
比
べ
〇
・
一
二
年
延

び
、
二
十
七
年
連
続
で
最
高
齢
を
記
録
し

た
。

　
車
種
別
で
は
、
普
通
乗
用
車
は
八
・
三

四
年
で
前
年
よ
り
も
〇
・
一
二
年
延
び
、

七
年
連
続
で
最
高
齢
を
更
新
。
小
型
乗
用

車
は
九
・
三
七
年
で
前
年
よ
り
も
〇
・
四

一
年
延
び
、
三
十
年
連
続
で
最
高
齢
を
更

新
し
た
。

　
ま
た
、
貨
物
自
動
車
五
九
二
万
六
一
六

二
台
（
軽
自
動
車
・
被
け
ん
引
車
を
除
く
）

の
平
均
車
齢
は
十
一
・
五
三
年
で
、
前
年

に
比
べ
〇
・
〇
九
年
延
び
、
二
十
九
年
連

続
で
最
高
齢
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
乗
用
車
の
平
均
使
用
年
数
（
軽

自
動
車
を
除
く
）
は
十
三
・
八
七
年
で
、

前
年
に
比
べ
〇
・
三
六
年
延
び
、
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。
な
お
、
こ
の
平
均
使
用

年
数
は
、
十
年
前
の
平
成
二
十
三
年
に
比

べ
て
一
・
四
四
年
延
び
て
い
る
。

　
車
種
別
で
は
、
普
通
乗
用
車
は
十
三
・

八
七
年
で
前
年
に
比
べ
〇
・
三
四
年
長
期

化
し
、
二
年
連
続
で
増
加
。
小
型
乗
用
車

は
十
三
・
八
七
年
で
前
年
に
比
べ
〇
・
三

七
年
長
期
化
し
、
六
年
連
続
で
増
加
し
た
。

　
貨
物
自
動
車
（
軽
自
動
車
・
被
け
ん
引

車
を
除
く
）
の
平
均
使
用
年
数
は
、
十
五
・

七
三
年
で
前
年
よ
り
〇
・
四
二
年
長
期
化

し
、
九
年
連
続
の
増
加
で
過
去
最
高
と

な
っ
た
。

　
こ
の
平
均
使
用
年
数
は
、
初
度
登
録
年

度
毎
に
一
年
前
の
保
有
台
数
と
比
較
し
、

減
少
し
た
車
両
を
一
年
間
に
抹
消
さ
れ
た

車
両
と
み
な
し
て
、
国
内
で
新
規
（
新
車
）

登
録
さ
れ
て
か
ら
抹
消
登
録
す
る
ま
で
の

平
均
年
数
を
算
出
し
て
い
る
。
但
し
、
減

少
台
数
に
は
一
時
抹
消
も
含
ま
れ
る
た

め
、
自
動
車
が
完
全
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
と
は
若
干
異
な
る
。

　
踏
切
事
故
は
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と

列
車
の
乗
客
数
が
多
い
こ
と
か
ら
重
大
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
く
、
事
故
に

よ
る
列
車
の
遅
れ
や
運
休
が
発
生
し
た
場

合
、
多
く
の
人
々
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
特
に
北
海
道
で
は
、
年
間
踏
切
事
故
件

数
の
約
五
五
％
が
十
二
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
の
積
雪
寒
冷
期
に
集
中
し
て
お
り
、

鉄
道
の
安
全
・
安
定
輸
送
に
お
け
る
最
大

の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
踏
切
事
故
は
、
警
報
機
の
鳴
っ
て
い
る

踏
切
を
横
断
し
た
り
、
一
旦
停
止
を
無
視

す
る
な
ど
の
「
無
理
な
通
行
」
や
自
動
車

の
運
転
誤
り
に
起
因
す
る
も
の
が
大
半
を

占
め
て
お
り
、
一
旦
発
生
す
る
と
ド
ラ
イ

バ
ー
が
亡
く
な
っ
た
り
、
列
車
が
脱
線
す

る
な
ど
、
大
き
な
事
故
に
繫
が
り
ま
す
。

　
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
路
面
は
圧
雪
や

ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
よ
り
滑
り
や
す
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
間
は
、
車
が
踏

切
手
前
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
止
ま
り
き
れ
ず

踏
切
内
に
侵
入
し
て
し
ま
い
列
車
と
衝
突

す
る
「
冬
型
事
故
」
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
踏
切
に
近
づ
い
た
時
は
、
路
面
状
況
に
応

じ
て
速
度
を
落
と
し
、
確
実
に
一
旦
停
止
し

て
安
全
確
認
を
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

《
踏
切
で
の
注
意
点
》

①
踏
切
前
で
確
実
に
一
旦
停
止
で
き
る
よ

う
路
面
状
況
に
応
じ
て
減
速
し
て
く

だ
さ
い
。

②
踏
切
に
入
る
手
前
で
は
、
必
ず
一
旦
停

止
し
、
自
分
の
目
と
耳
で
安
全
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
先
詰
ま
り
の
場
合
は
、
た
と
え
警
報
機

が
鳴
っ
て
い
な
く
て
も
踏
切
に
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ク
レ
ー
ン
車
の
ブ
ー
ム
、
ダ
ン
プ
の
荷

台
を
上
げ
た
ま
ま
踏
切
に
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。（
線
路
頭
上
は
二
万
ボ

ル
ト
の
高
圧
線
で
す
）

《
踏
切
で
の
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
》

①
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら
、
そ
の

ま
ま
車
を
進
め
、
遮
断
ポ
ー
ル
を
押
し

て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
遮
断
ポ
ー

ル
は
折
れ
ず
に
斜
め
に
上
が
り
ま
す
）

②
踏
切
内
で
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
、

躊
躇
わ
ず
、
非
常
ボ
タ
ン
か
発
炎
筒

で
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
国
土
交
通
省
は
、
先
の
通
常
国
会
で
成

立
し
た
改
正
踏
切
道
改
良
促
進
法
で
道
路

法
に
創
設
さ
れ
た
「
防
災
拠
点
自
動
車
駐

車
場
制
度
」
と
「
沿
道
区
域
に
お
け
る
工

作
物
の
届
出
・
勧
告
制
度
」
を
運
用
す
る

た
め
、
沿
道
区
域
の
指
定
基
準
や
防
災
拠

点
自
動
車
駐
車
場
に
お
け
る
占
有
物
件
を

定
め
る
政
令
を
施
行
し
た
。

　
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
で

は
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
道
路
の

安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
、
道
路
の

広
域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
機
能
を
強
化

す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
全
国
に
あ
る
主

要
な
「
道
の
駅
」
を
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
高
め
る
た
め
「
防
災
拠
点
自
動

車
駐
車
場
」
に
指
定
し
、
道
の
駅
が
持
つ

広
い
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
災
害

時
に
一
般
車
両
の
立
ち
入
り
を
制
限
・
禁

止
し
、
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
な
ど
が
救

助
や
復
旧
活
動
の
拠
点
と
し
て
使
用
で
き

る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
一
部
区
域
を
住
民

の
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
よ
う
定
め
た
。

　
全
国
に
約
千
二
百
あ
る
道
の
駅
は
、
メ

イ
ン
の
駐
車
場
が
法
律
上
で
は
道
路
と
し

て
扱
わ
れ
、
交
通
目
的
以
外
は
使
用
許
可

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災

で
自
衛
隊
の
拠
点
と
な
る
な
ど
災
害
時
に

緊
急
措
置
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

法
的
位
置
付
け
の
明
確
化
や
機
能
強
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
道
路
法
施
行
規
則
等
の
省
令
も

一
部
改
め
ら
れ
、
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車

場
に
お
い
て
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
道

路
管
理
者
が
占
用
の
許
可
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
占
用
許
可
の
基
準
を
緩
和
し
、

備
蓄
倉
庫
、
非
常
用
電
気
な
ど
の
供
給
施

設
、
災
害
情
報
を
伝
達
す
る
広
告
塔
や
通

信
設
備
、
電
力
を
供
給
す
る
太
陽
光
発
電

設
備
な
ど
を
設
置
し
や
す
く
し
、
こ
れ
ら

は
平
時
に
、
利
用
客
向
け
の
充
電
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路

標
示
に
関
す
る
命
令
も
一
部
改
正
さ
れ
、

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
入
口
と
防
災

拠
点
自
動
車
駐
車
場
内
の
必
要
な
地
点

に
、
当
該
駐
車
場
の
利
用
禁
止
ま
た
は
制

限
の
対
象
と
な
ら
な
い
車
両
を
明
ら
か
に

し
た
道
路
標
識
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
「
広
域
災
害
応
急
対
策
車
両
専
用
」

の
標
識
（
左
図
）
を
新
た
に
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
既
に
道
の
駅
の
う
ち
の
約
五
百
施
設

は
、
自
治
体

が
「
地
域
防

災
計
画
」
の

中
で
、
飲
料

水
や
食
料
の

備
蓄
設
備
や

一
時
避
難
所
に
位
置
付
け
て
お
り
、
国
は

こ
れ
ら
の
道
の
駅
の
駐
車
場
を
指
定
対
象

と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
市
町

村
な
ど
が
管
理
す
る
観
光
施
設
な
ど
に
つ

い
て
も
、
災
害
時
に
避
難
者
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
市
町
村
等
と
協
定
の
締
結
を
進

め
て
い
く
と
し
て
い
る
。
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　（
一
社
）
旭
川
地
方
自
家
用
自
動
車
協

会
は
、
令
和
三
年
十
一
月
四
日
に
ア
ー
ト

ホ
テ
ル
旭
川
に
お
い
て
、
第
六
十
回
優
良

運
転
者
表
彰
式
を
挙
行
し
た
。

　
同
表
彰
式
は
、
五
年
以
上
無
事
故
・
無

違
反
の
会
員
を
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰

す
る
も
の
で
、
昭
和
三
十
七
年
よ
り
毎
年

行
っ
て
い
る
。

　
式
典
で
は
冒
頭
全
員
で
、
交
通
事
故
犠

牲
者
へ
の
黙
祷
を
行
い
、
そ
の
後
、𠮷
田

裕
会
長
よ
り
「
受
彰
者
の
皆
様
、
こ
の
度

は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
が
続
く
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
多

数
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

八
月
下
旬
に
は
爆
発
的
に
感
染
が
拡
大
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
行
動
の
自

粛
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
最
近
で
は
少
し
落
ち
着
き
を
見
せ

て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
長
期
化
す

る
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
で
、
皆
様
も
大
変

な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
年
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
日
本
は
史
上
最
多

の
五
十
八
個
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い

て
は
史
上
二
番
目
に
あ
た
る
五
十
一
個
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
開
催
に
つ
い

て
の
賛
否
は
色
々
と
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

日
本
全
体
が
大
き
く
元
気
付
け
ら
れ
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
日
本
国

民
が
一
丸
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、

ま
た
明
る
い
生
活
を
取
り
戻
せ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
一
方
、
交
通
事
故
に

つ
い
て
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
安
全
技

術
の
進
歩
、
警
察
の
皆
様
や
公
的
機
関
・

交
通
安
全
団
体
・
自
動
車
関
係
団
体
の
皆

様
、
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
や
個
人
一
人
ひ

と
り
の
努
力
や
対
策
に
よ
り
、
昨
年
の
交

通
事
故
死
者
数
は
現
行
の
交
通
事
故
統
計

の
開
始
さ
れ
た
昭
和
二
十
三
年
以
降
、
最

も
少
な
い
人
数
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

道
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
及
び
、
負
傷

者
数
は
昨
年
よ
り
も
増
加
傾
向
で
推
移
し

て
お
り
、
日
没
が
早
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
交
通
事
故
も
起
こ
り
や
す
く
な
り

一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
協
会
で
は
、

交
通
安
全
に
向
け
た
取
り
組
み
を
最
も
重

要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き

続
き
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
、

各
種
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
　
　

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
は
整
備
不
良
が
原

因
と
な
っ
て
発
生
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。
定
期
点
検
は
法
令
に
よ
り
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー
に
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
常
点
検
整
備
の
励
行
と

定
期
点
検
整
備
の
確
実
な
実
施
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
名
誉
あ
る
受
彰
者
百
三
十

一
名
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
り
、
こ
の
輝

か
し
い
記
録
を
さ
ら
に
伸
ば
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
い
た
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　
引
き
続
き
、
六
十
年
以
上
表
彰
を
始
め

と
し
、
五
年
以
上
表
彰
ま
で
の
各
表
彰
年

毎
の
代
表
十
一
名
の
方
々
に
表
彰
状
授
与

並
び
に
記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
受
彰
者
代
表
の
日
下
克
幸
氏
に

代
わ
り
山
田
正
徳
氏
が
「
本
日
第
六
十
回

優
良
運
転
者
表
彰
式
に
あ
た
り
、
選
ば
れ

ま
し
た
百
三
十
一
名
が
、𠮷
田
会
長
よ
り

栄
え
あ
る
表
彰
状
、
記
念
品
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
は
大
変
大
き
な
喜
び
で
あ
り
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、𠮷
田
会
長
か
ら

は
身
に
余
る
祝
意
と
激
励
の
お
言
葉
を
頂

き
、
受
彰
者
一
同
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
表
彰
を
受
け
た
私

た
ち
百
三
十
一
名
は
、
こ
の
表
彰
を
誇
り

に
、
交
通
事
故
の
無
い
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ク
ル
マ
社
会
の
実
現
に
向
け
、

地
域
や
職
場
、
家
庭
に
お
い
て
交
通
安
全

の
推
進
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

お
誓
い
い
た
し
ま
す
」
と
答
辞
を
代
読
し

た
。

　
尚
、
今
回
の
受
彰
者
は
以
下
の
通
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
六
十
年
以
上
表
彰

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
印
牧
久
俊

　
五
十
五
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
長
屋  

稔

　
五
十
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
惣
万
正
信
・
松
浦  

淳

　
久
保
出
達
男
・
谷 

秀
雄

　
木
脇
清
太
郎
・
円
山
輝
章

　（
枝
幸
警
察
署
管
内
）

　
山
下
剛
一

　（
富
良
野
警
察
署
管
内
）

　
西
岡
友
行

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
越
江  

等

　
四
十
五
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
谷
保  
博
・
石
橋
秀
史

　
中
野
芳
子
・
近
藤
信
夫

　
川
原
克
俊
・
村
形
博
司

　
四
十
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
山
田
正
徳
・
伊
藤
　
豊

　
森  

雅
勝
・
丸
山
正
男

　
澁
佐
浩
一
・
丸
山
恒
夫

　
佐
々
木
徳
克
・
渡
邊
哲
夫

　
西
村
秀
二
・
永
野
幸
雄

　
尾
﨑
康
司

　（
名
寄
警
察
署
管
内
）

　
佐
藤
和
也
・
倉
兼 

剛

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
大
西 

学

　（
羽
幌
警
察
署
管
内
）

　
佐
々
木
て
る
み

　
三
十
五
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
浅
香
淳
二
・
桑
原
光
広

　
安
部
ハ
ル
子
・
髙
橋
啓
輔

　
久
保
田
康
彦
・
広
瀬
勝
敏

　
山
本
哲
也
・
川
村
博
昭

　
山
木
　
達
・
髙
橋
規
夫

　
熊
原
雅
己
・
青
木
孝
典

　
小
林
　
晃
・
小
針
美
津
子

　
坂
本
幸
久
・
長
谷
川
善
一

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
田
村
恵
一
・
吉
﨑
哲
朗

　
前
田
晴
子

　（
羽
幌
警
察
署
管
内
）

　
宝
田
明
彦
・
八
代
憲
一

　
三
十
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
堀
　
　
徹
・
鈴
木
一
秀

　
最
上
か
ず
み
・
東
海
林
宏
樹

　
小
西
　
蔵
・
吉
川
利
也

　
佐
々
木
信
和
・
田
中 

学

　
川
村
正
子
・
平
松
好
郁

　
谷
田
孝
弘
・
入
江
久
子

　
武
田
幸
江

　（
名
寄
警
察
署
管
内
）

　
笹
原
勝
広

　
二
十
五
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
中
川
明
彦
・
市
田
守

　
初
田
吉
昭
・
寺
澤
貴
志

　
浅
野
美
里
・
古
川
真
奈
美

　
小
林
尚
之
・
松
本
春
樹

　
麻
生
絵
美
子
・
初
瀬
尾
典
晃

　
髙
﨑
孝
一
・
阿
部
哲
也

　（
名
寄
警
察
署
管
内
）

　
水
田
和
孝

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
星
　
　
匠

　
二
十
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
安
部
亨
平
・
村
田
正
明

　
森
川
直
樹
・
山
口
ゆ
か
り

　
尾
崎
一
紀
・
佐
々
木
友
和

　
加
藤
　
悠
・
青
柳
理
恵

　
松
田
い
ず
み
・
谷
川
聡
子

　
伊
藤
静
祥
・
加
藤
あ
さ
み

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
森
井
智
享
・
山
田
昌
大

　（
留
萌
警
察
署
管
内
）

　
真
田
正
吾

　
十
五
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
竹
田
大
夢
・
池
田
明
裕

　
石
井
祐
作
・
齋
藤
恵
美

　
矢
吹
僚
一
・
本
田
有
希
子

　
沖
澤
　
愛
・
髙
屋
康
治

　
丸
一
友
也
・
品
川
敏
之

　
小
玉
拓
広
・
瀧
本
沙
織

　
日
下
克
幸

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
竹
村
洸
平

　（
留
萌
警
察
署
管
内
）

　
工
藤
篤
司

　（
羽
幌
警
察
署
管
内
）

　
桝
谷
勇
気

　
十
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
佐
藤
真
子
・
井
出
拓
斗

　
日
野
原
聖
也
・
佐
伯
和
哉

　
遠
藤
優
樹

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
河
村
翔
二
・
上
田
航
平

　（
留
萌
警
察
署
管
内
）

　
梶
　
匡
吾

五
年
以
上
表
彰

　（
旭
川
中
央
・
東
警
察
署
管
内
）

　
岩
崎
麻
由
・
寶
田
光
平

　
工
藤
柊
介
・
山
田
侑
矢

　
寺
島
　
唯
・
早
川
里
奈

　
佐
藤
　
梓
・
栗
田
有
希

　（
深
川
警
察
署
管
内
）

　
竹
本
賢
和
・
中
山
知
佳

　（
旭
川
方
面
警
察
署
管
外
）

　
白
田
悠
太

第３８１号

旭
川
地
方
自
家
用

　
自
動
車
協
会
は

交
通
安
全
運
動
を

　
　
推
進
し
ま
す
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さ41-78
４桁以下の
アラビア数字
選べるのは
ここです！

好きなナンバー好きなナンバー愛車に

つけてみませんか？

①４桁以下のアラビア数字の部分のみが自由に選べるようになります。
②特に人気が高いと考えられる右記の13通りのナンバーについてはコンピューターによる
　抽選になります。（月～金曜日受付分を原則として翌週月曜日抽選）
③一般希望ナンバーについては、ナンバーがなくならない限り申込みに応じて払出します。

希望できるナンバーの区分

抽選対象希望番号

※事業用及びレンタカーを除く

1 7 8 88

333 555 777 888

1111 7777

8888

3333 5555
まで

インターネットからも予約できます。

アドレス https://www.kibou-number. jp/

詳しくは「旭川自家用」と入力して
検索して下さい。

旭川自家用 検 索

（一社） 旭川地方自家用自動車協会

飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故
に
直
結
す

る
悪
質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、
飲
酒

運
転
厳
罰
化
や
飲
酒
運
転
根
絶
に
対
す
る
社

会
的
気
運
の
高
ま
り
等
に
よ
り
、
そ
の
数
は

大
幅
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
一
部
の
心
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
飲
酒

運
転
事
故
は
後
を
絶
た
ず
、
未
だ
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

飲
酒
運
転
は
悲
惨
な
死
亡
事
故
や
ひ

き
逃
げ
事
件
な
ど
を
誘
発
す
る
大
変
危
険

な
行
為
で
、
運
転
者
本
人
や
同
乗
者
、
酒

類
や
自
動
車
な
ど
の
提
供
者
が
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
や
そ
の

家
族
の
人
生
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
結
果
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

道
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
を
徹

底
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
十
二

月
は
、
飲
酒
運
転
が
原
因
の
重
大
交
通
事
故

が
一
年
で
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

万
一
、
飲
酒
運
転
を
発
見
し
た
場
合

は
、
一
一
〇
番
通
報
ま
た
は
最
寄
の
警
察

署
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
の
三
つ
の
約
束

一
、
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

　
運
転
者
は
お
酒
を
飲

ん
だ
ら
運
転
せ
ず
、
公

共
交
通
機
関
や
運
転
代

行
業
者
を
利
用
す
る
こ

と
。
運
転
す
る
な
ら
ア
ル
コ
ー
ル
が
含
ま

れ
て
い
な
い
飲
み
物
に
す
る
こ
と
。

二
、
運
転
す
る
人
に
は
お
酒
を
飲
ま
せ
な
い

　
運
転
す
る
恐
れ
が
あ

る
人
に
は
お
酒
を
勧
め

た
り
、
飲
ま
せ
た
り
し

な
い
こ
と
。

三
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い

　
飲
酒
し
た
人
に
は
絶

対
に
運
転
さ
せ
な
い
こ

と
。
飲
酒
し
て
運
転
す

る
人
の
車
に
同
乗
し
な

い
こ
と
。

ストップ！ストップ！
飲酒運転飲酒運転

　
十
二
月
に
な
り
、
季
節
は
本
格
的
な
冬

を
迎
え
ま
し
た
。
冬
期
間
は
ク
ル
マ
に
と

っ
て
、
何
か
と
厳
し
い
条
件
が
待
ち
構
え

て
い
ま
す
。

　
雪
道
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
ク
ル
マ
の
点
検
も
含
め
た
事
前
の
準

備
が
大
切
で
す
。

■
バ
ッ
テ
リ
ー
の
点
検
・
交
換

　
冬
の
厳
し
い
寒
さ
は
ク
ル
マ
に
と
て
も

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
特
に
バ
ッ
テ
リ
ー

は
寒
さ
に
弱
く
、
氷
点
下
の
気
温
で
は
性

能
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
カ
ー
エ
ア

コ
ン
、
ワ
イ
パ
ー
、
リ
ア
ガ
ラ
ス
の
曇
り

取
り
な
ど
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
費
量
が
多

く
な
る
の
が
バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
り
の
原
因

の
ひ
と
つ
で
す
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
一
度
上
が
っ
て
し
ま

う
と
再
充
電
し
て
も
本
来
の
性
能
に
は
戻

ら
な
い
た
め
、
交
換
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
っ
て
し
ま
い
、
必

要
な
時
に
ク
ル
マ
が
使
え
な
い
と
い
う
事

に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
一
度
点
検
を
行
い

必
要
に
応
じ
て
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■
冬
用
タ
イ
ヤ
の
確
認

　
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
使
用
期
間
の

目
安
は
三
年
〜
四
年
程
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
保
管
状
態
に
よ
っ
て
劣
化
速
度

が
変
わ
り
ま
す
。
タ
イ
ヤ
の
溝
が
多
く
残

っ
て
い
て
も
ゴ
ム
が
硬
く
な
り
、
シ
ワ
や

ひ
び
割
れ
な
ど
劣
化
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
は

そ
れ
だ
け
で
走
行
時
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
が
新

品
時
の
半
分
以
下
に
な
る
と
、
氷
や
雪
上

で
の
性
能
が
低
下
し
、
冬
用
タ
イ
ヤ
と
し

て
使
用
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。

　
な
お
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
シ
ー
ズ
ン

オ
フ
の
間
に
自
然
に
低
下
し
て
し
ま
い
ま

す
。
タ
イ
ヤ
の
溝
の
深
さ
を
確
認
す
る
と

同
時
に
、
空
気
圧
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
万
が
一
の
備
え

　
天
候
の
急
変
等
に
よ
る
様
々
な
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
も
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
な
備

え
が
必
要
で
す
。

　
タ
イ
ヤ
が
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
時

に
除
雪
す
る
た
め
の
ス
コ
ッ
プ
、
ス
タ
ッ

ク
し
た
場
合
に
備
え
て
牽
引
ロ
ー
プ
や
ス

ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
も

凍
え
な
い
よ
う
な
防
寒
着
な
ど
を
ク
ル
マ

に
積
ん
で
お
く
な
ど
、
ク
ル
マ
の
冬
支
度

は
早
め
に
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
自
家
用
自
動
車
協
会
は
、
自
家
用
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
と
ク
ル
マ
社
会

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
組
織

さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
協
会
で
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

交
付
業
務
や
封
印
の
取
付
、
希
望
番
号

予
約
申
込
み
な
ど
多
く
の
業
務
を
行
う

と
と
も
に
、
車
を
保
有
す
る
上
で
必
要

な
自
動
車
の
検
査
に
係
わ
る
受
付
業
務

等
を
行
う
な
ど
、
運
輸
行
政
に
も
協
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
は

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
願
い
で
も
あ
り
、

協
会
で
は
、
運
輸
支
局
を
は
じ
め
警

察
、
地
方
自
治
体
な
ど
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
を
図
り
、
交
通
事
故
抑
止
活

動
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

賛
助
会
員
の
募
集
（
ご
案
内
）

　
ご
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
へ
の
入
会

を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

☆
会
員
の
特
典
☆

・
万
が
一
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合

に
は
、
専
門
職
員
に
よ
る
交
通
事
故

無
料
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
機
関
紙
「
北
海
道
自
家
用
新
聞
」
の
送

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
五
年
間
無
事
故
・
無
違
反
で
、
優
良
運

転
者
表
彰
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
北
海
道
自
動
車
共
済
掛
け
金
の
、
割
引

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
旭
川
地
方
自
家
用
自
動
車
協
会

電
話
〇
一
六
六
―
五
一
―
一
二
二
一

http://w
w
w
.a-jikay

o.or.jp/

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
当
協
会

の
業
務
運
営
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
皆
様
の
協
会
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
一
社
）
旭
川
地
方
自
家
用
自
動
車

協
会
の
年
末
年
始
の
業
務
日
程
は
、
次

の
通
り
で
す
。

◎
年
　
末

　
令
和
三
年

　
　
　
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
迄

◎
年
　
始

　
令
和
四
年

　
　
　
一
月
四
日
（
火
）
よ
り

　
警
察
庁
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
が
依
然
と
し
て
高
水
準
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
対
策
と
し
て
道
路
交
通
法
を
改
正
し
、

免
許
更
新
時
の
「
運
転
技
能
検
査
（
実
車

試
験
）
制
度
」
を
、
二
〇
二
二
年
五
月
十

三
日
か
ら
開
始
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
転
技
能
検
査
は
、
免
許
更
新
を

希
望
す
る
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
を
対
象
に
、
起
点
日
（
免
許
有
効
期

限
の
直
近
の
誕
生
日
か
ら
一
六
〇
日
前
）

か
ら
過
去
三
年
間
に
、
信
号
無
視
や
速
度

違
反
、
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
妨
害
な
ど

十
一
類
型
の
違
反
歴
が
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
実
施
す
る
も
の
で
、
教
習
所
や
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
実
際
に
車
を
運
転

し
、
運
転
技
能
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
な
お
、
警
察
庁
の
試
算
に
よ
る
と
、
同

検
査
の
対
象
者
は
年
間
十
五
万
三
千
人
程

度
に
な
る
も
の
と
み
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
転
技
能
検
査
は
、
免
許
有
効
期

限
の
六
ヶ
月
前
か
ら
何
回
で
も
受
験
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
格
後
は
、
認
知
機
能
検
査
や
高
齢
者

講
習
を
経
て
免
許
の
更
新
が
可
能
と
な
り

ま
す
が
、
免
許
の
有
効
期
限
ま
で
に
こ
の

検
査
に
合
格
で
き
な
け
れ
ば
、
免
許
は
失

効
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
安
全
装

置
を
備
え
る
サ
ポ
カ
ー
限
定
免
許
制
度

も
、
五
月
十
三
日
か
ら
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　
こ
の
サ
ポ
カ
ー
限
定
免
許
は
本
人
の
申

請
に
基
づ
き
交
付
す
る
も
の
で
、
買
い
物

な
ど
で
免
許
の
自
主
返
納
に
踏
み
切
れ
な

い
高
齢
者
だ
け
に
限
ら
ず
、
運
転
に
不
安

を
覚
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
れ
ば
年
齢
に

関
係
な
く
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
免
許
は
そ
の
日
の
う
ち
に
交
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。


